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【要約】 
 
 
 
Negative pressure application to the submandible 
region improves collapsibility of the passive 
pharyngeal airway. 
 
 
(顎下部陰圧負荷により気道開通性は改善する) 
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【背景】咽頭の筋活動が抑制される睡眠時や全身麻酔時での咽頭気道は
collapsible tubeのようにふるまうと報告されている。この場合、咽頭気
道の断面積は気道内圧と気道の外圧（組織圧）との圧力差によって決ま
る。鼻 CPAPは気道内圧を高めることで気道を維持する確立された治療
法である。理論的には咽頭周囲の組織圧を低下させても CPAP同様の効
果が期待できるはずである。しかし外圧の変化が咽頭気道へ及ぼす影響
についての報告はない。 
 
【目的】本研究では、顎下部に陰圧を負荷することが咽頭気道閉塞性を
改善し、更に肥満患者ではその効果が小さい、という仮説を検証した。 
 
【方法】全身麻酔下の手術が予定された成人女性肥満患者（BMI≧25）
10人および非肥満患者 10人を対象とした。全身麻酔導入筋弛緩薬投与
後に、顎下部全体を覆うシリコン製カラーと陰圧ポンプを用いて顎下部
に陰圧（0, -25, -50cmH2O）を負荷した時の、軟口蓋後壁部と舌根部の
閉塞圧、咽頭壁のコンプライアンスの変化を測定した。 
 
【結果】非肥満患者群では、-25, -50cmH2Oの陰圧によって軟口蓋後壁
部の閉塞圧がそれぞれ 2.3±3.2 cmH2O, 2.0±3.0 cmH2Oと有意に低下し、
舌根部も同様に 2.9±2.7 cmH2O, 3.7±2.6 cmH2Oと低下を認めた。 
また咽頭壁のコンプライアンスは、舌根部で非肥満群のみ減少し肥満群
では有意な変化を認めなかった。 
 
【結論】顎下部陰圧負荷により咽頭気道は閉塞しにくくなるが、肥満患
者ではその効果が小さいことが示された。 
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